
  

答申第１８号に位置づけが
されている部分 

次期答申で新たに位置
づけがされるよう取り
組みを進める部分 

厚木方面 

 鉄道の整備は、国の「交通政策審議会」答申を基に進められています。 

 小田急多摩線の延伸については、平成１２年の運輸政策審議会（現：交通政

策審議会）答申第１８号において、「唐木田駅から横浜線・相模線方面への延

伸について、今後、整備を検討すべき路線」として位置づけられています。 

 これまでの答申が概ね１５年間隔であることを踏まえれば、平成２７年に想

定される次期答申において、『上溝駅から田名地区を経由し、愛川・厚木方面

へ至る路線の延伸』が位置づけられるためには、住民と行政が一体となって、

国や県に働きかけていくことが重要です。 



 本協議会は、小田急多摩線の愛川・厚木方面への延伸

活動に取り組む住民団体で、２１行政区と２２の商工団体

を構成員として、平成２５年５月に設立しました。 

 主な活動は、延伸の実現に向けた周知啓発をはじめ、関

係団体との情報交換や連携を図り、関係機関への要望活動

などを実施してまいります。 瀧 亀久男 会長 

 
 
 平成２５年８月２５日（日）に開催された「勤労祭

野外フェスティバル」において、啓発用ののぼり旗を

掲げ、本協議会および延伸に関するＰＲを図るために

作成した啓発物品を配布しました。 

 相模原市および町田市の住民団
体と連携を図りながら、鉄道事業
者をはじめ、関係市町および議会、
県などに対して、延伸の実現に向
けた要望を行ってまいります。 

 来月（２月１日～２８日）には、延伸実現を要望
する署名活動を予定しています。 
 自治会にご協力いただき、回覧板を用いて実施を
いたしますので、ぜひ、皆さんのご協力をよろしく
お願いいたします。 

 
 
 平成２５年１０月２７日（日）に開催された「愛

川町ふるさとまつり」において、小田急多摩線の延

伸に係るパネル展示をはじめ、本協議会のＰＲチラ

シや啓発物品を配布し、本協議会の活動内容や延伸

の必要性について、周知啓発に努めました。 


